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平成３０年 第１４回 当別町教育委員会定例会議事録 

 

日  時  平成３０年１２月１９日（水） 午後４時００分 

場  所  役場１階 大会議室 

出 席 者  本庄教育長、武岡教育長職務代理、寺田委員、小林委員、佐々木委員 

出席職員  山崎教育部長、北村学校教育課長、小出社会教育課長、須藤子ども未来課長、

山谷学校教育課参事、小川社会教育課主幹、三浦社会教育課主幹、 

石川子ども未来課主幹、玉木総務係長、高島学校教育係長、 

米内学校教育係主査、木村給食センター係長、栄木子育てサポート係長 

傍 聴 者  なし 

【開会の宣言】 

教育長 

 

 これより平成３０年第１４回当別町教育委員会定例会を開催致します。 

【議事日程】 

教育長 

 

 日程につきましては、各委員に配付しています日程表により議事に入り

ます。 

【日程第１】 

教育長 

 

 日程第１、報告第１号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

 教育部長。 

 

教育部長 

 

 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました報告第１号当別町保育所設置条例の廃止につき

まして、提案の説明を申し上げます。議案書につきましては１頁をご高覧

ください。 

 本件は、平成３０年第１３回教育委員会定例会において、協議案第１号

として提案、委員各位のご了解をいただいた条例制定です。制定の内容に

ついては、平成３１年４月１日付けで当別町ふとみ保育所が、公私連携幼

保連携型認定こども園に移行することに伴い、当別町立保育所設置条例を

廃止するものです。なお、本条例制定については、平成３０年第４回当別

町議会定例会において、１２月１１日に原案のとおり可決されましたの

で、委員会にこれを報告し、ご承認をいただこうとするものです。 

 よろしくご審議をいただきますようお願い致します。 

 

教育長 

 

 

 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

なければ、質疑を打ち切り、報告第１号は原案のとおり承認してご異議

ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 
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  異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、報告第１号は原案の

とおり承認致しました。 

 

【日程第２】 

教育長 

 

 日程第２、報告第２号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

 教育部長。 

教育部長 （提案の説明） 

只今、議題となりました報告第２号平成３０年度１２月補正予算につき

まして、提案の説明を申し上げます。議案の２頁をご高覧ください。 

 本件は、平成３０年第１３回教育委員会定例会において協議案第３号と

して提案、委員各位のご了解をいただいた補正予算です。本補正予算の主

な内容については、歳入において保育所・幼稚園の利用者数増加に伴う国

庫負担金の増額、歳出については、保育所・幼稚園の利用者数増加に伴う

給付費の増額、教育委員会所管施設の燃料費等の増額に伴うものです。本

補正予算につきましては、平成３０年第４回当別町議会定例会において、

１２月１１日付けで原案のとおり可決されましたので、これを委員会に報

告し、ご承認をいただこうとするものです。 

 よろしくご審議をいただきますようお願い致します。 

 

教育長 

 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 なければ、質疑を打ち切り、報告第２号は原案のとおり承認してご異議

ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、報告第２号は原案の

とおり承認致しました。 

 

【日程第３】 

教育長 

 

 日程第３、報告第３号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

 教育部長。 

 

教育部長 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました報告第３号当別町一体型義務教育学校基本設計

業務委託公募型プロポーザルに係る最優秀者の選定につきまして、提案の

説明を申し上げます。議案書につきましては３頁をご高覧ください。 
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 本件は、平成３０年１１月２６日に当別町一体型義務教育学校基本設計

業務委託公募型プロポーザル審査会を実施した結果、最優秀者に株式会社

北海道日建設計を選定いたしましたので、委員会にこれを報告し、ご承認

をいただこうとするものです。 

 よろしくご審議をいただきますようお願い致します。 

なお、プロポーザル審査会の経過等については、学校教育課長よりご説

明申し上げます。 

 

学校教育課長  私のほうから詳細についてご説明申し上げます。議案の３頁、別に配付

しておりますプロポーザル審査会で使用しました技術提案書をご高覧く

ださい。 

 平成３０年１１月２６日に実施した本プロポーザル審査会について経

過を申し上げます。当日は７者からの提案、審査員と外部アドバイザーか

らの質疑、７者の提案に対する外部アドバイザーからの講評を踏まえ、審

査を行ったところです。審査結果としては、議案のとおり株式会社北海道

日建設計を選定しました。最優秀者となった株式会社北海道日建設計の提

案については、「９年間の成長に応じた多様な学習とコミュニケーション

の場」というコンセプトで、発達段階に応じた学習や地域との連携等、当

別町一体型義務教育学校基本構想にある方針にマッチしていると多くの

審査員が感じておりました。また、この提案には基本構想で求めるものを

踏まえて、新しい提案もありました。評価された点をいくつか申し上げる

と、中庭をあえて設けず「インナーガーデン」と「ステップテラス」によ

る採光と、開放的な空間を確保しながら、積雪寒冷地である北海道の冬に

も対応していること、校舎が地域の交流の場としても活用できること、学

習形態に応じて柔軟に配置を変えることのできるワークスペース・多目的

スペースにより多様な学びに対応できること、コンパクトな設計であり、

フレキシブルな構造形式、合理的な基礎形式によるコストが示されていた

こと、プレゼンテーションの際の熱意と情熱が充分に感じられたこと等が

挙げられました。これらが審査員に評価され、最優秀者を株式会社北海道

日建設計としたところです。 

次に契約締結についてですが、１２月１３日に当別町一体型義務教育学

校基本設計業務委託に係る副町長見積もり合わせを行い、株式会社北海道

日建設計と契約締結をしたところです。なお、契約金額については、税込

みで３７，９６２千円となりました。 

今後については、校舎の設計に係る平面図、立面図、デザイン等、基本

設計図書の作成、概算工事費の検討、パース図の作成の業務に入っていく

ところです。 

以上です。よろしくご審議いただきますようお願い致します。 
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教育長 

 

小林委員 

 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 

 基本構想には条件として「中庭」が明記されており、採用された株式会

社北海道日建設計の提案は「中庭」ではなく「インナーガーデン」が取り

入れられていますが、プロポーザル審査会において、「中庭」については

どのように解釈されて、どのように評価されたのでしょうか。他の業者か

ら「自分たちは中庭を付けたのに、付けていない業者が採用された」と思

われる恐れがあると思うのですが。 

 

 外部アドバイザーの講評でもあったのですが、確かに基本構想には「中

庭」と記載しておりますが、他者の提案では単純に「中庭」を設置するこ

とに主眼が置かれており、その使い方や活用が充分になされる提案にはな

っていませんでした。反対に、採用された提案では「インナーガーデン」

による積雪等への対応や、交流の場としての利用等、活用について充分な

提案がされていました。この外部アドバイザーからの指摘等も踏まえて、

各審査委員がそれぞれ判断した結果です。 

 

他にございませんか。 

 なければ、質疑を打ち切り、報告第３号は原案のとおり承認してご異議

ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、報告第３号は原案の

とおり承認致しました。 

 

【閉会の宣言】 

教育長 

 

以上で、平成３０年第１４回当別町教育委員会定例会を閉会致します。 

 

教育長  引き続き、事務局から報告・連絡等をお願いします。 

 ◆学校教育課長より説明 

  〇平成３１年当別町新春町民の集いについて 

  〇教育委員会新年会の開催について 

  〇平成３０年第４回当別町議会定例会一般質問について 

  〇異物混入について（平成３０年１２月１０日発生） 

◆社会教育課長より説明 

  〇平成３１年当別町成人式について 

  〇当子連第４８回新春こどもカルタ大会について 

  〇平成３０年度当別町少年の意見発表会について 
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 ◆子ども未来課長より説明 

  〇平成３０年度多世代交流クリスマス会について 

教育長  次回の定例会の日程は、平成３１年１月１６日（水）午後４時から役場

第二庁舎で行いますので、よろしくお願いします。 

 以上で全てを終了させていただきます。お疲れ様でした。 

 

閉会 午後４時３０分 


